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福島第一原子力発電所の事故直後から、3-4 ヶ月ごとに開催して参りました農学生命科学

研究科での被災地支援研究は、今回で 8 回目となります。今までの報告会から

（http://www.a.u-tokyo.ac.jp/rpjt/index.html）作物、土壌、森林、動物、魚、サイエ

ンスコミュニケーションなど、非常に広い分野での研究が進んで参りました。そこで、今

回、これら、農学部の教員 40－50 人ほどが行ってきた研究成果を、ＮＨＫブックスから、

「土壌汚染」というタイトルで出版することができましたので、ご報告いたします。先回

お知らせしました Springer 社の英語版は、昨年 10 月の時点で集まった成果を集めたもの

ですが、今回の文庫本は今年の夏までに判ってきたことを纏めたものです。  

事故から2年 9カ月が経ち、

この間の環境中の放射性セシ

ウムの動きが少しずつ明らか

になって参りました。特に、

ほとんど動かなくなってきた

森林中の放射性セシウムです

が、これからもあまり動かな

いのでしょうか。また河川、

沼や池で測定される放射線量

は、これからどのように変化

していくのでしょうか。放射

性セシウム 137 の半減期が 30

年であることを考えると、私たちはこれからも継続して放射線の動きを調べていこうと思

っているところです。 

 今年から、今まで私共が得て参りました成果をもとに、学生や大学院生を対象にした放

射線教育も始まりました（http://www.agc.a.u-tokyo.ac.jp/fg6/top.html）。この教育の

特徴は、講義だけでなく、附属牧場をはじめ野外での実習も合わせて行ってきていること

です。農学を深めるためには現場の科学を知ることが欠かせないからです。そしてこれら

の教育資料は、調査研究資料と共に、出版できる形にしていきたいと考えています。これ

らの活動を通して、今まであまり行われてこなかった、農学の視点からの放射線教育をさ

らに充実させていきたいと考えているところです。また、私共一同、これから得られる新

しい知見につきましても、さらに継続して国内外へ発信していきたいと考えております。 


